
号

年
　
目月

酬１０
が
０

ぉばあちゃん
からの

ひとこと

長
生
き
し
て
ね
″

お
ば
あ
ち
ゃ
ん

私

の

祖

田

は

五

十

六

イ
。

と

て

も

き

よ

う

な

人

で

す
。

さ

い

ほ

う

や

あ

み

物

が

好

き

で

、

家

族

全

員

の

セ

ー

タ

ー

ゃ

＜

つ
下

】

置

し
′

を

【

≪

引

”

な

ば

［

、

お

ぴ

罰

「

い

』

⇔

“

諄

脚

¨

計

”

“

｛

』

一一一一一一一̈ゼのし、た一一̈一̈̈一一峙̈̈̈
一一一一一̈。

ま

し

た

。

そ

ん

な

祖

日

の

姿

を

見

て

い

る

と

、

今日の主な言己事

村民り,P31て

',れ
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広報ιチ弓H幼
の
島

公

園

、

大

沼

公

園

、

福

島

城

跡

、

唐

川

城

跡

の
整

備

事

業

が

、

史

跡

を

生

か

し

た
新

し

い
観

光

事

た

ほ

か

、

大

沼

公

園

や

唐

川

城

跡

プ

場

、

野

外

炉

の
建

設

に
着

手

す

る

の
を

は

じ

め

、

福

島

城

跡

に

は

こ
れ

ら

の
事

業

は

県

の
過

疎

地

域

活

性

化

プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

の
補

助

総

事

業

費

約

四

億

二

千

万

円

を

の
島

公

園

の
交

通

広

場

が
完

成

。

車

場

、

公

衆

便

所

、

総

ヒ

パ
造

り

や

サ

ク

ラ

並

木

な

ど

の

ふ

る

さ

と

の
森

を

整

備

、

更

に

、

唐

川

城

跡

同

セ

ン
タ

ー

に

は

安

東

氏

に
関

す

る

民

俗

資

料

室

や

体

験

実

習

室

、

着
々
進
む
観
光
施
設

予想を上回る利用

人

、

子

供

十

五

人

）

で
、

二

千

九

交

通

広

場

の
管

理

運

営

は

現

在

、

村

が

行

い
、

臨

時

職

員

一
名

と

パ

が

、

同

広

場

一
日

の
平

均

収

入

は

村

で

は

現

在

、

来

年

四
月

の

オ

フ

レ

ッ
ト

の
作

成

や

効

率

的

な

管

理

、

運

営

体

制

を

検

討

す

る

な

ど

、

交通広場は
の
昌)に 1万 7千人
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ｄ隔ビ靴響愕へ増緯柵麺舛賊陽』リ

メ

の
栽

培

漁

業

構

想

を

ま

と

め

、

種

苗

生

産

、

中

間

育

成

施

設

を

建

設

す

る

な

ど

、

事

業

化

へ
向

け

て

た

青

山

又

一
村

議

会

議

長

は

「
若

102-
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(村民総蓼カロの村づくり)

村
づ
く
リ
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

地

域

に

は

明

日

を

夢

み

る
希

望

　

　

　

市

浦

村

で

は

、

２．

世

紀

へ
つ
な

が
あ

り

ま

す

。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

げ

る

一
九

九

〇

年

代

の
村

づ

く

り

が

い
を

満

た

す

こ
と

の

で

き

る

場

　

　

一
一十

六

日

「
市

浦

村

長

期

総

合

計

で
あ

る

た

め

に

は

、

村

民

一
人

一
　

　

画

審

議

会

」

を

発

足

さ

せ

、

村

民

人

の

ニ
ー

ズ

（
必

要

性

・
要

求

）
　

　

総

参

加

に
よ

る

手

づ

く

り

の

「
未

恵

と

汗

を

結

集

し

た
村

民

総

参

加

　

　

し

た
。

の
村

づ

く

り

が
必

要

で
す

。
　

　

　

　

　

　

長

期

総

合

計

画

は

、

村

づ

く

り

、
■
％
．

職

業

別

で

は

、

農

林

水

産

業

が

の
順

と

な

っ
て

い
ま

す

が

、

無

職

２‐
世

紀

の
未

来

が
提

起

す

る
新

豊

か

で
生

き

が

い
の
あ

る
村

づ

く

り

」

を

村

民

総

参

加

で

つ
く

ろ

う

と

、

第

一
段

階

と

し

て

「
村

づ

く

以

下

、

そ

の
概

要

が

ま

と

ま

り

あ
な
た
の
家
は
い
つ

ご
ろ
か
ら
市
浦
村
に

住
ん
で
い
ま
す
か

一麟
材
最
」
」
´
狂
姉
輔
用
は
一

「
住
み
よ
い
、
ま
あ
ま

あ
住
み
よ
い
」
が

３８９
人

‐９６
人
は

「
ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い
」

一あ・ない砿獄控一躁」４プか一

半
数
以
上
が

子
ど
も
に
任
せ
る

で
、
全
体
の
半
分
以
上
を
占
め
て

い
る
が
、
あ
と
つ
ぎ
は
ぜ
ひ
市
浦

づ
く
り
が
望
ま
れ
て
い
る
。

【特
に
悩
ん
で
い
る
こ
と
〕

４９２
人
が
安
定
し
た

仕
事
が
な
い

安
定
し
た
仕
事
が
な
い
が
四
百

九
十
二
人

（
二

一
％
）
と

一
番
多
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私
の
心
が
ま
え

こ
と

わ

ざ

に
衣

食

住

足

り

て
礼

儀

知

る

、

と

云
う

言

葉

が

あ

る
。

今

の
世

の
中

そ

れ

だ

け

で
礼

儀

を

知

る

ま

で

は

行

か

な

い
様

で
あ

る
。

活

の
為

の
人

生

よ

り

、

夢

と

生

き

現

実

に
時

々
直

面

し

て
来

た
。

こ

の

四
月

、

私

は
他

町

村

か

ら
来

た

わ

な

か

っ
た

」

と

云

わ

れ

、

戦

場

跡

の
光

景

が

脳

裡

を

か
す

め

た
。

悩

み

の
所

へ
村

づ

く

り

長

期

総

合

で
参

画

さ

せ

て

も

ら

い
、

選

ば

れ

た

９８
分

の

１

の
意

見

が
大

勢

の
方

々

の
心

の
さ

さ

え

に

な

れ

た

ら

、

と
熱

い
期

待

を

持

っ
て
望

ん

で
参

い
る
。

ま

た

、

家

族

団

ら

ん

の
時

ど

、

新

た

な

課

題

と
緊

急

な

対

策

が
望

ま

れ

て

い
る
。

そ

の
他

の
意

少

な

い
、

家

庭

不

和

、

政

治

不

信

政

争

が

激

し

い
な

ど

が
出

さ

れ

て

残
し
て
お
き
た
い

豊
か
な
自
然

の
な

い
健

全

な

環

境

三

百

六

十

一

人

（
三

二

・
七

％

）
、

村

の
伝

統

（
文

化

、

祭

り

、

盆

踊

り

）

二

百

七

十

四

人

（
一
七

・
二
％

）

、

隣

近

所

と

の

つ
き

合

い
、

厚

い
人

情

二

百

十

四

人

（
一
三

・
五

％

）

の

順

と

な

っ
て

い
る
。

一
郵

・
要 来

一

一

”

『

，
”
れ

一

¨

一

農

林

漁

業

振

興

％

）
、

自

然

や

地

元

の
良

さ

を

生

二

人

⌒
一
五

・
五

％

）
、

生

活

環

八

人

、

商

工

業

の
さ

か

ん

な

村

百

っ
て

お

り

、

農

林

水

産

業

の
振

興

一］一一一響̈一一一一一【一

地
元
に
職
場
が
欲

し
い

地

元

で
働

け

る

工

場

の
誘

致

と

二
％

）

、

病

院

、

休

日

夜

間

医

療

備

百

六

十

六

人

（
七

・

一
％

）

、

十

五

人

（
七

％

）

の
順

と

な

っ
て

い
る

が

、

現

在

の
市

浦

村

を

住

み

け

る

工

場

の
誘

致

や

農

林

水

産

業

の
振

興

に

よ

る

職

場

対

策

が

望

ま

ま

た

「
活

気

あ

る

職

員

の
採

用

、

『
¨
一
一
一
『
［
一
¨
讐

．
一

若
年
層
の
流
出
は
地
場

産
業
の
た
ち
お
＜
れ

人

（
一
七

・
六

％

）

、

商

工
業

振

興

施

策

の
不

足

（
工

場

誘

致

や

商

店

街

の
整

備

な

ど

）

二

百

五

十

五

人

（
一
六

・
三

％

）
、

住

民

意

識

の

た

ち

お

く

れ

三
百

十

八

人

（
一

三

・
九

％

）

、

交

通

条

件

の
不

備

交

通

渋

滞

）

百

二

十

四

人

⌒
七

・

九

％

）

の
順

と

な

っ
て

お

り

、

若

年

層

の
流

出

や

人

口

の
老

齢

化

が

一制酬街‥この一［椰時諄中繰〉一

５４
・
２
％
が
地
元
商
店

を
利
用
　
商
店
街
・

施
設
に
は
不
満

近
所
の
商
店
で
買
う
と
答
え
た

ど

、

乗

り

物

を

利

用

し

て
遠

く

の

商

店

街

や

ス
ー

パ
ー

か

ら

が

百

二

十

九

人

（
一
六

・
五

％

）
、

近

所

の

ス
ー

パ
ー

百

二

人

（
一
三

％

）
、

市

浦

村

の
商

店

街

や

商

業

施

設

（
二

七

・
六

％

）

、

ま

あ

ま

あ

満

足

し

て

い
る

が

、

百

七

十

二

人

（

三

二

。

一
％

）
、

不

満

で
あ

る

百

四

十

四

人

（
一
八

・
四

％

）
、

や

足

し

て

い
る

五

十

四

人

（
六

。
九

％

）

の
順

と

な

っ
て

お

り

、

市

浦

村

の
商

店

街

や

商

業

施

設

に

つ

い

を

大

幅

に
上

回

っ
て

い
る
。

中 畑 藤 雄

蜆
貝
対
策
を
早
急
に

最

近

そ

の
蜆

貝

に
大

き

い
か
げ

り

十

三

の

人

達

は

、

秋

の
蜆

貝

に

市

浦

村

長

期

総

合

計

画

審

議

会

議

と
育

成

」

を

第

一
番

に
取

り

上

の
見

直

し

な

ど

、

早

急

な

対

策

指

間

に
合

わ

な

く

な

る

お

そ

れ

が
あ

過

疎

化

の

一
つ

の
歯

止

め

に

な

っ
て

い
た

蜆

貝

が

消

滅

す

る

よ

う

こ
れ

か

ら

審

議

す

る

ど

ん

な

立

派

な

計

画

も

、　

一
村

一
品

運

動

も

意

し

合

い
、

直

ち

に
実

行

で
き

る

方

′jヽ 山 あ ぐり
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対
話
を

大
切
に

づ

く

り

を

め

ざ

し

、

こ

れ

ま

で

に

も

市

浦

村

長

期

総

合

計

画

が

た

て

に
対

し

、

そ

の
内

容

を

知

っ
て

も

行

が

な

い
限

り

計

画

は

「
絵

に

画

私

は

行

政

当

局

が

も

っ
と
各

部

落

に
入

り

行

政

懇

談

会

を

開

い
た

り

、

市

浦

村

議

会

の
移

動

議

会

を

開

く

な

ど

し

て
村

民

と

の
対

話

を

深

め

、

行

政

に
対

す

る

問

題

意

識

を

高

め

る
施

策

が

必

要

で
あ

る

と

役

職

も

同

一
人

が

数

種

を

兼

ね

る

人

に
行

政

の

一
端

を

担

っ
て

も

ら

う

こ

と

が
村

民

総

参

加

の
村

づ

く
奈 良 しづ江

一疑囃島江札〓鶏島われ現罐鋤崚畦「てぃくぅぇで一

無

回

答

が

三

百

五

十

七

人

と

多

　

　

「
十

三

湖

近

海

の
漁

場

造

成

、

養

か

っ
た

の

は

、

自

由

記

載

と

し

た

　

　

殖

」

「
魚

貝

類

の
加

工
場

」

「
漁

歴

史

・
産

業

・
観

光

を

生

か

し

　

　

類

を

育

て

る

」

「
蜆

員

を

採

り

す

た

人

が

三

百

四

人

Ｔ

Ｉ
ハ
・

一
％

）

　

流

通

ル
ー

ト

の
確

立

」

「
十

三

漁

農

林

業

を

生

か
す

方

法

が

百

十

三

　

　

港

の
整

備

」

「
後

継

者

の
育

成

」

人

（
一
四

・
五

％

）
、

漁

業

を

生

　

　

「
育

て

る

漁

業

の
促

進

」

か
す

方

法

、

百

四

人

（
一
三

・
三

　

　

◆

湖

を

生

か

す

方

法

七

人

⌒
八

・
六

％

）

の
順

と

な

っ
　

　

島

に
魅

力

あ

る

レ

ス
ト

ラ

ン

の
建

て

い
る

が

、

地

場

産

業

、

資

源

を

　

　

設

」

「
湖

面

に

イ

カ

ダ

を

浮

べ
、

生

か
す

方

法

と

し

て

は

次

の
よ

う

　

　

観

光

客

の
誘

致

」

「
観

光

遊

覧

船

◆

農

林

業

を

生

か

す

方

法

　

　

　

　

　

水

質

の
浄

化

」

「
前

潟

の

一
大

養

を

積

極

的

に
推

進

す

べ
き

だ

」

、　

　

　

◆

歴

史

・
産

業

・
観

光

を

生

か

す

「
基

盤

整

備

を

し

、

省

力

化

を

は

　

　

　

方

法

た

野

菜

等

の
特

産

物

」

「
漬

物

工

　

　

生

・
加

工

場

、

レ

ス
ト

ハ
ウ

ス
を

場

の
建

設

」

「
ニ
ン

ニ
ク

の
加

工
」

　

造

り

、

い

つ
で

も

食

べ
ら

れ

、

贈

「
牧

場

の
畑

作

転

換

」

「
後

継

者

　

　

答

で
き

る

体

制

に
す

る

」

「
合

宿

の
指

導

・
育

成

」

「
村

が

販

売

店

　

　

所

、

研

修

所

を

設

置

し

、

村

外

の

養

殖

と

加

工

」

「
畑

作

の
団

地

化

」

　

料

館

の
早

期

建

設

」

「
宣

伝

に
も

「
国

有

林

の
充

実

」

「
牛

肉

の
地

　

　

っ
と

力

を

入

れ

る

」

「
城

を

つ
く

元

加

工
」

「
生

産

基

盤

の
充

実

」
　

　

る

こ
と

」

「
案

内

板

の
増

設

」

「

◆

漁

業

を

生

か

す

方

法

　

　

　

　

　

　

住

民

意

識

の
高

揚

」

「
海

辺

型

観

光

の
推

進

」

「
第

一
次

産

業

、

二

次

産

業

に
結

び

つ
け

た

観

光

」

「

致

」

「
保

養

施

設

や

合

宿

所

の
誘

致

」

「
都

市

住

民

と

の
交

流

」

「

安

東

船

の
復

元

」

「
住

民

が
心

を

一
つ
に

で

き

る

村

づ

く

り

」
。

男
子
型
の
企
業

地
場
産

品

の
加

工
場
を

一姉翔鰤一］”』】一暉一

七

人

（
二

九

％

）

、

中

学

・
高

校

[1%考籍霧鵠薙|=]窯 ::ま iIII菫 II言 晨莫警ム
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こ

と

か

ら

、

今

回

の
調

査

で

は
特

に

男

子

型

の
企

業

誘

致

が

強

く

望

ま

た

、

業

種

別

で

は

地

場

産

品

を

加

工
製

造

す

る

こ

と

が

望

ま

れ

る
木

材

工

芸

セ

ン
タ

ー

や

農

水

産

加

エ

セ

ン
タ

ー

の
利

用

が
期

待

さ

温
泉
を
堀

っ
て
み
て
は

人
材
育

成

に
力
を

今

回

の

ア

ン
ケ
ー

ト

で

は

、

村

に
対

す

る

要

望

、

意

見

の
自

由

欄

を

設

け

ま

し

た

が

、

多

か

っ
た

順

「
村

職

員

は

地

方

公

務

員

採

用

試

験

合

格

者

だ

け

に
す

べ
き

だ
。

村

る

べ
き

だ

」

「
交

通

体

系

の
整

備

」

「
村

内

地

域

の
均

衡

あ

る
施

設

整

安

く

売

る
店

、

観

光

客

に
売

る
店

護

に

予

算

を

」

「
小

・
中

学

生

に

郷

土

史

の
教

育

を

」

「
生

涯

教

育

の
プ

ラ

ン
づ

く

り

と

実

践

」

「
中

学

校

の
旧
寄

宿

合

の
活

用

化

」

「

―

ン
ツ
プ

を

発

揮

す

る

」

「
人

づ



怖
が
る
こ
と
は
な
い
け
れ
ど

侮
れ
な
い
糖
尿
病

“
ｒ
一
」
″
一
″
一一
一
一〓
一
″
肝

病
の
検
査
を
定
期
的
に
受
け
る
よ

，
Ｆ
し
て
い
乳
霜
肇
■
一
お
話
に

心
が
け
ま
し
ょ
う
「
　
一

(0広 報ιタル

全国大会に出場決定の

柏 谷 哲 治さん

県代表0本村からは2人 目

糖

尿

病

に

な

っ
て

い
な

い
か

ど
う

▼

両

親

や

近

い
血

族

に
糖

尿

病

の

の

に
尿

か

ら

糖

の

で

て

い
る

人

例

え

ば

、

糖

尿

病

に

か

か

る

と

る

糖

尿

病

性

網

膜

症

や

、

白

内

障

に

よ

る
感

染

症

も

糖

尿

病

の
合

併

怖
い
の
は
合
併
症



広報ι 多ろ に)

陸奥湾一周駅伝大会

因
困
■
口
■
田
日
日
□
日
□

「
健

脚

で

つ
な

げ

郷

土

の
和

と

心

」

を

ス

ロ
ー

ガ

ン
に
し

た

、

第

四

回

陸

奥

湾

一
周

駅

伝

競

走

大

会

市

町

村

か

ら

約

二

十

三

百

人

の
選

快

晴

に
恵

ま

れ

、

絶

好

の

コ

ン

デ

ィ

シ

ョ

ン

の
中

、

午

前

七

時

三

十

分

、

北

村

正

哉

知

事

の
号

砲

を

合

図

に
、

む

つ
市

の
む

つ
運

動

公

園

を

ス
タ

ー

ト

。

各

市

町

村

の
代

表

選

手

は

郷

土

の
栄

誉

を

担

っ
て

秋

の
陸

奥

湾

を

右

手

に
望

み

、

自

熱

し

た

レ
ー

ス
を

展

開

し

ま

し

た
。

コ
ー

ス
は

、

む

つ
運

動

公

園

か

ら

青

森

市

の
県

総

合

運

動

公

園

ま

本

村

か

ら

出

場

し

た
代

表

選

手

ら

も

、

こ
れ

ま

で

に

な

い
充

実

し

た
練

習

を

し

て

、

大

会

に
挑

み

ま

結

果

は
総

合

六

十

四

位

、

村

の

部

二

十

二
位

と

、

昨

年

⌒
総

合

六

十

五

位

、

村

の
部

二

十

二
位

）
よ

り

順

位

を

上

げ

る
健

闘

を

見

せ

た

も

の

の
、

力

お

よ

ば

ず

７
時

間

２６

分

３２
秒

の
記

録

で

終

わ

り

ま

し

た
。

婦
人

ス
ポ

ー

ツ
の

集

い
で
交
歓

の
輪

総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
で
は

「
ス
ポ
ー
ツ
で
結
ぼ
う
心
と
心
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
婦
人
ス
ポ
ー
ツ

村
か
ら
参
加
し
た
二
千
五
百
人
の

婦
人
が
二
班
に
分
か
れ

「絆

⌒き

ず
な
）
」
を
テ
ー
マ
に
帽
子
を
使

っ
た
集
団
演
技
を
披
露
、
さ
ら
に

県
内
六
地
区
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
が

最
後
に
参
加
者
全
員
で
ダ
ン
ス

に
興
し
交
歓
の
輪
を
広
げ
ま
し
た
。

昭
瓶

技．
昼
舞
琳
げ
蔵
勝
畑
“
札
」

ツ
の
集
い
。

―

駅

伝

奮

戦

記

第
四
回
陸
奥
湾

一
周
駅
伝
競
走

大
会
の
前
日
、
本
村
選
手
団
は
む

つ
市
、
野
辺
地
町
、
青
森
市
に
、

そ
れ
ぞ
れ
別
れ
て
宿
泊
し
た
。

各
宿
泊
先
に
お
い
て
は
、
た
か

ぶ
る
気
持
ち
を
お
さ
え
な
が
ら
、

石

岡

芳

幸

闘
志
を
燃
え
上
が
ら
せ
て
眠
り
に

就
い
た
。

一
夜
明
け
、
絶
好
の
駅
伝
日
和

一
層
燃
え
上
が
る
の
を
感
し
た
。

各
選
手
た
ち
の
体
調
や
精
神
的

を
上
回
る
成
績
が
期
待
で
き
る
と

秘
か
に
感
し
て
い
た
。

午
前
七
時
三
十
分
、
北
村
知
事

た
ち
は
各
市
町
村
の
期
待
を
受
け
、

は
じ
け
る
よ
う
に

一
斉
に
飛
び
出

し
て
行
く
。

で
三
浦
登
志
彦
選
手
の
不
調
に
合

う
も
、
他
の
選
手
が
練
習
の
成
果

て
は
、
総
合
で
六
十
二
位
、
村
の

部
で
二
十

一
位
に
つ
け
て
好
調
な

六
区
で

一
斉
ス
タ
ー
ト
が
行
わ

れ
、
八
区
を
走
っ
た
村
元
昭
治
選

で
は
総
合
で
六
十

一
位
、
村
の
部

で
二
十

一
位
と
、　
一
つ
順
位
を
上

櫛

引

浩

二

選

手

が
頑

張

り

、

中

継

区

か

ら

十

四

区

で

は

つ

い
に
総

合

で

五

十

九

位

、

村

の
部

で

十

八

位

ま

で

一
気

に

順

位

を

上

げ

、

予

想

以

上

の

で

き

で
あ

る

こ
と

に
喜

ぶ

と

と

も

に

、

不

安

も

感

し

て

い
た
。

は

、

横

山

英

樹

選

手

が

転

倒

さ

せ

あ

い
、　

一
区

か

ら

十

八

区

で

の
総

合

は

六

十

四

位

、

村

の
部

で

二

十

二

位

と

順

位

を

下

げ

て

し

ま

っ
た
。

し

か

し

、

横

山

選

手

の
力

走

は

目

を

見

張

る

も

の

が

あ

り

、

来

年

も

ぜ

ひ
頑

張

っ
て
欲

し

い
と
思

う

。

十

八

区

は

最

後

の

一
斉

ス
タ

ー

が
か
け
ら
れ
た
が
、
他
の
市
町
村

チ
ー
ム
も

一
流
の
選
手
を
配
置
し

て
い
た
た
め
、
思
う
よ
う
に
順
位

が
上
が
ら
ず
、
二
十
区
の
工
藤
浩

徳
選
手
が

一
人
を
抜
い
て
そ
の
ま

ま
、
県
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技

場
に
駆
け
込
み
、
テ
ー
プ
を
切
っ

結
果
的
に
は
予
想
よ
り
順
位
は

下
が
っ
た
が
、　
一
時
は
五
十
九
位

ま
で
順
位
を
上
げ
た
事
は
、
練
習

に
よ
っ
て
実
力
も
着
実
に
上
が
っ

と
い
う
気
持
ち
を
新
た
に
し
て
、

陸
上
競
技
場
を
胸
を
張

っ
て
後
に

-103



大
沼
遊
歩
道
で
体
力
つ
く
り

覇
子
で
走
ろ
う
黒
民
大
会

(9)広 報ιチろ

一〓
Ｆ

ガ
、
九
月
二
十

一
〓

醸
浦
村
で
開
か
れ
、
約

二
百
五
十
人

の
続
子
が

三
♂
ど

‐四
♂
の

一
ラ
ン

ニ
ン
グ
を
し
て
快

い
汗
を
流

し
ま
し
た
。

今

年

度

の
体

力

づ

く

り

優

秀

団

市浦村に国民書翼賞

ル
市

町

村

に
指

定

さ

れ

、

村

民

総

組

ん

で

い
る

の

が

評

価

さ

れ

ま

し

特

に
身

体

活

動

部

門

で

は
体

育
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市
浦
中
生
徒
会
が
文
化
祭

ね
ぶ
た
撻
衝
ゼ
菫

手

づ

く

り

の
行

事

と

し

て

開

か

れ

量留庭籍具嘗墨島傍れF子法昇百量るた
ぞれ輪をつくり

覇



県
中
学
校
新
人
選
手
権
大
会

第
二
位
（彬
与
ベ
ス
ト
８
（常
じ

北
五
中
体
連
新
人
戦
は
、
九
月
　
　
　
北
五
地
区
で
見
事
に
優
勝
を
果
　
　
対
戦
し
、

１９
対
１
と
五
回
コ
ー
ル

ま
し
た
が
、
市
浦
中
学
校
バ
レ
ー
　
　
ル
部
は
、
北
五
代
表
と
し
て
十
月

　
　

⌒東
郡
代
表
）
と
対
戦
し
た
市
浦

¨
一
¨
¨
一
一
」
¨
¨
［
一
一
一
　

　

　

強

い

ぞ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

注

目

手
権
大
会
に
出
場
し
、
パ
レ
ー
ボ
　
　
十

一
日
青
森
市
中
央
高
校
グ
ラ

ン
　
　
中
学
校
は
こ
れ
も
１０
対
３
で
五
回

成
績
を
収
め
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
大
平
中
学
校
＝

（下
北
代
表
）
と
　
　
一
角
、
黒
石
中
学
校
＝

（南
郡
代

OD広 報ιチろ

づ

ま

る
熱

戦

の
す

え
、

最

少

得

点

師赫呻
０２］３。０。０。０。「一３２　　　▼（鵡略″「４‐‐‐制動（黒石）

ベ
ス
ト
８
に
涙
の
む

き
み
た
ち
は
よ
く
や
っ
た

北

五

で
第

二
位

と
な

っ
た

同

パ
　

　

声

援

の
中

で

、

下

北

地

区

代

表

の

大
会
出
場
報
告
会
で

健
闘
た
た
え
る

104-
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る
確
４

，
ｏ

沸
・脅
球
勺

内
郭
の
構
造

（藤

）
氏

文

化

を

偲

ば

せ

ら

れ

る

一
遺
跡
福
島
城
は
、
内
郭
と
外

区
画
参
照
）。
そ
こ
に
は
高
さ
丁

は
自
然
に
と
ど
ま
り
、
感
慨
無

外
郭
の
構
造

こ

の
内

郭

の
外

方

地

域

全

体

照
）
。
こ
れ
に
よ
っ
て
外
郭
の
際

を
思
い
起
こ
す
と
感
慨
ひ
と
し

い
ま
す
。
安
東
（藤
）
氏
配
下
の

囲
囲
園
Ｍ
旧
旧
□
Ｕ
⑮

太
ル
で
渕
を
許
げ
　
同
じ
事
を

を
せ
よ
と
い
う
意
。

コセ
ヵ
乱
い
物
好ｆ
ぎ
だ
ば
鵠
好ｆ
ぎ

る
男
性
に
対
す
る
す
す
め
。

と
こ
ろ
が
な
く
な
る
と
い
う
意
。

わ
れ
る
都
は
な
お
定
で
な
し
　
人



00 広報

青函博マスコッ ト

マークの愛称募集

保健計画にあなたの声を″

第17回 共同保健計画会議

乳児健診・離乳食指導

シー トベル ト

ー般道 でも 11月 1日

か ら着用義務化

市浦村商工会で

「税のなんでも相談」開設

忘れていませんか?

農業用免税 軽油申請

― 市浦村は11月 17日 ―

○ 農協、販売店等に申請書を

電話① 2111

長
女
仁

美
ち
ゃ
女
五
き

第

一
分
団
に

消
防
ポ
ン
プ
車
配
置

て

、

村

消

防

団

第

一
分

団

へ
配

置

道

路

や

雪

積

道

路

な

ど

に
抜

群

の

機

動

性

を

持

っ
て

い
ま

す

。

性

能

を

持

っ
て

い
ま

す

。

操

作

も

簡

単

な

自

動

操

作

盤

が

組

み

込

ま

れ

て

お

り

、

最

新

型

の

配

置

さ

れ

た

第

一
分

団

で

は

、



家
庭
訪
問
や
健
康
相
談
を
し
て

う
だ
が
、
ま
だ
年
齢
も
若
く
今
か

ら
薬
の
世
話
に
は
な
り
た
く
な
い

な

の

か

，

第

一
は

食

塩

制

限

で
す

。

耳

に

タ

コ
が

で

き

よ

う

と

も

食

塩

ネ

ズ

ミ

に

四

種

類

の
食

事

を

与

え

①

た

ん

白

質

を

と

ら

な

い
で
食

塩

②
た
ん
白
質
を
と
ら
な
い
で
食
塩

③
た
ん
白
質
を
多
く
と
っ
て
食
塩

④
た
ん
白
質
を
多
く
と
っ
て
食
塩

食

塩

制

限

は

高

血

圧

予

防

に
重

要

が

脳

牛

中

患

者

で
あ

り

、

男

性

で

や

タ

ラ

コ
、

し

お

か

ら

な

ど

の
塩

卵

、

牛

乳

、

豆

類

を

た

く

さ

ん

と

締

地

お

誕

生

相

坂

菜

月

（十
三

祐

高

橋

沙

織

（十
三

濱

田

文

仁

⌒十
三

文

飯

島
　
優

奈

⌒相
内
）
章

〓
一
和

那
津
希

（相
内
）
兵

【話
一
ご
結
婚

笏
　

物　
　
物″

艦

保
健
婦

鎌

田

明

美

武

　

彦

（
相

弘

　

明

（
秋

] 言:::言言言:菖 ][言 ll::

長

　

蔵

（
十

三

）

６５
歳

ふ
し

ゐ

⌒
脇

元

）

７。
歳

や

　

さ

（
相

内

）

７５
歳

三

四

郎

（
十

三

）

７５
歳

初

五

郎

（
十

三

）

６８
歳

あ
い
を
大
切
に

長谷川


